
～これからの足利市を地域と共に～

足利市役所健康福祉部地域支援担当

社会福祉士 饗庭 啓将

地域で輝ける（傾聴）ボランティア
養成のあり方について

地域包括支援センター協和・愛宕台

認知症地域支援推進員 野村 昌大



足利市（栃木県）
・人口 １４８，５８９人（県内第４位）

・６５歳以上人口
（高齢化率 ３０．７８％）（H29.10.1現在）

・面積 １７７．７平方㎞

・日常生活圏域数 ２２圏域

・産業 昔は織物のまち
現在は金属加工・プラスチック加工等

・名物 あしかがフラワーパーク
足利の花火 等

☆山、川、平地が合わさった地形

☆歴史と文化のまち
（足利学校、鑁阿寺、織姫神社）

織姫神社足利学校



足利市（栃木県）の認知症の社会資源

・地域包括支援センター ７か所（委託）

・認知症地域支援推進員 ２名（社会福祉法人に委託）

・要介護認定率 １５．４％

・要介護認定者数 ７，２３９人

（内、認知症高齢者数 ３，０２９人（※））（H29.3.31時点）
（※）認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱａ以上の方の数

・特別養護老人ホーム １８か所 ７８４床

（地域密着型） ７か所 １７１床

・認知症疾患医療センター ２か所

・認知症サポート医 ６名

数字は平成２９年4月現在のものです。 3



足利市（栃木県）の認知症施策

１．認知症を理解を深めるための普及啓発の推進
・認知症サポーター養成講座
（小・中高等学校や企業等でも実施）

・普及啓発イベント
（たかろばカフェ：認知症の講座や認知症テスト実施）
・認知症広報誌（オレンジだより）を年２回発行

２．認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護の提供
・認知症初期集中支援チームの設置
・介護職員を対象とした認知症対応事例検討会の開催
・認知症ケアパスの作成・活用
・月１回、各包括支援センターへの情報収集と認知症
疾患 医療センターとの連携

4



足利市（栃木県）の認知症施策

３．若年性認知症施策
・高齢、障がい等の専門職が集まり、定期的に勉強会を
開催

４．若認知症の人の介護者への支援
・たかろばカフェ（認知症カフェ）を市内５か所に設置
・オレンジ会（家族会）を各地域包括支援センターで開催

５．若認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進
・たかろばサポーター（ボランティア）を養成し、組織化
・たかろばカフェ連絡会を作り、見学会や勉強会を実施

5



足利市版認知症ケアパス

※足利市ホームページや元気高齢課窓口で
配布しています。

・HPからの閲覧方法 足利市認知症ケアパス



足利市の認知症施策の課題と方法

●課題
認知症地域支援推進員着任以降、認知症サポー

ター養成講座を受講した方のステップアップとして、
傾聴ボランティア養成を行ってきたが、実践的なボラ
ンティア活動に結びついてはいなかった。
認知症カフェ等の居場所作りを進めていく上でも
ボランティアの協力が必要となっている現状があった。

●方法

・傾聴ボランティアへの介入過程を言語化する

・傾聴ボランティアに対するアンケート調査を実施する

・認知症地域支援推進員として自らの実践を振り返る
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平成２８年度 傾聴ボランティア養成の過程
平成２７年度 平成２８年度

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

第
１
ス
テ
｜
ジ

第1回
研修

第2回
研修

第3回
研修 傾聴ボランティア

ボラン
ティア
認定証
交付実習前

研修

実習 実習 実習
振り返り

第
２
ス
テ
｜
ジ

傾聴ボランティアの会会合

第１回 第２回 第３回

商業施設
で

認知症
カフェ

認知症
カフェ
実施

認知症サポーター
養成講座修了者が対象

４５名参加

施設見学や職員からの
講和、傾聴について

学ぶ研修

４５名のうち２８名参加
受講者に施設や日程を
選んでもらい実施

２７名

認定者
は

計４０名

8

平成２７年度までに

傾聴ボランティア実習を修了し
ボランティア参加希望があった

１３名でスタート



平成28年8月、第１ステージでの困りごと発生

平成28年度の新規傾聴ボランティア研修で困り事が起こる！

ボランティアの中に、傾聴ボランティアなのに体操をしていた人がいた。

それを見た他のボランティアが、それはできないと今後の活動に拒否が見られた。

５月

傾聴ボランティア

実習前研修

６月～８月

傾聴ボランティア

実習

８月

傾聴ボランティア

実習振り返り

９月

傾聴ボランティア

証交付

どういったボラン
ティアを養成した
んだっけ？

傾聴ボランティア
本来の目的は
何だった？

・その原因は何？
・講座に問題があったか？

・専門職との意見交換実施
・ボランティアにアンケート実施

9



８／２９

傾聴実習受け

入れ事業所

との会議

９／２３

市役所

との会議

９／２７

社協と

市役所

との会議

１０／３

社協での傾聴

ボランティア

研修打ち合わ

せに参加

１０／２７

事業所

との

検討

１１／４～

社協での

傾聴講座に

ボランティア

参加

専門職との意見交換

・メンバーである個々の傾聴ボランティアだけでなく、そもそも、団体自体の活動目的が
明確ではなかった。
・実習受け入れ施設の対応も、傾聴の目的について伝えておらず、バラバラだった。
・ボランティア自身が傾聴自体に不安があるから違う活動になってしまったのではないか？

結論：関係機関もボランティアも活動目的や内容の共有しておく必要がある。

検討結果

ボランティアにも検討結果を伝え、活動目的や内容の共有を図る
10



導き出した傾聴ボランティアの目標と活動

• 認知症への理解を深め、傾聴を通じて、地域でさりげな
い見守りや支援ができるようになる。活動目標

ボランティア

団体

認知症への

理解を深める

認知症カフェで
の傾聴ボラン
ティア

施設での傾聴
ボランティア

各種研修会

地域でできる
活動を検討

ボランティア同
士の意見交換

認知症カフェ連
絡会の参加

地域での見守
りや戸別訪問

今後
実施に

向けて検討

・上記の内容をボランティアに周知した

11



Ｑ２：今年からボランティア活動や研修等に参加して、

昨年よりも自信がつきましたか？

Ａ２：ボランティア活動に参加して自信がついたと答えた

方が全体の80％にのぼった。

傾聴ボランティア実習をした
方にアンケートを実施

12

実施日 平成２８年１１月２９日（火）

回収率 68％（対象：40名のうち、当日の参加者27名）

深まっていない
0%

あまり深まっていない
0%

どちらともいえない
15%

少し深まった
74%

とても深まった
11%

Ｑ３：認知症地域支援推進員が取り組んできた働きかけは

ボランティア活動を行なう上で良い効果をもたらしたか？

Ａ３：認知症地域支援推進員の取り組みは良い効果・やや良

い効果をもたらしたと答えた方も全体の８１％いた。

Ｑ１：ボランティア活動をする前に比べて、認知症に対する

知識は深まりましたか？（理解度を１～５で分類）

Ａ１：ボランティア活動の前後で認知症に対する知識が深

まったと回答した方が７８％、変化がない方が２２％であった。

自信がついた…

やや自信がついた
63%

あまり自信がない
15%

全く自信がない
0%

未記入
4%

良い効果が

あった。
48%

やや良い効果があった
33%

あまり変化は…

未記入
11%



アンケート考察

明確な目標はなかったがボランティアのモチベーションは維持され
ていた。

・しかし、研修会でのグループワークで「早く施設に行って、みんなと
一緒に体操をしたい」と、目的を理解されていない発言をされた方が
いた。

・研修会の中で傾聴についての講座やボランティアの目標と活動内容
を共有した。認識の違いに気づかれ、施設での傾聴ボランティアの
目的を再確認されていた。

モチベーションが高くても、明確な目標や活動内容がないと、
目標に沿わない行動を取る人が出てくる。
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ボランティアに対する働きかけ（第二ステージ）

ボランティアグループの立ち上げ支援

ボランティア機会の設定

ボランティア内で意見交換し、内容を決定

準備は認知症地域支援推進員が対応

ボランティアへ認定証を交付し、ボランティアとして承認

ボランティア受け入れ事業所の開拓・調整・サポート

【モチベーションを維持する為に意図的に介入した事】
・具体的な短期目標の積み重ね、準備から一緒に行い、意見も取り入れる。
・適切な困難度をボランティア自身で決定できるような仕組みを作る。
・市内で開催する研修会の案内や年賀状等を送付する。
・市長から認定証を交付してもらう。また、マスコミにも大々的に取り上げてもらう。
・専門職が集まる会に参加を促し、ボランティアとしての発言を求める。

施設での傾聴ボランティア
や認知症カフェでの
ボランティア等

認知症カフェ
連絡会の

実施や傾聴
ボラ受け入れ
施設への
連絡調整等

14



まとめ
☆今回の一連の取り組みで良かったこと
・関係機関と連携が図れ、共通の目的を持ってボランティア養成が

できた。

・これまでの活動を振り返り、整理する事で、ボランティアの目標と内容

を可視化する事ができた。

☆改善を要すること
・まだ専門職主導で考え、支援している部分が多い。ボランティア主体
で活動するイメージ持ちながら、推進員がファシリテーターの役割を

担って、自主的な活動に繋がるように支援していく必要がある。

☆今後行うこと
・地域住民や他専門職にもボランティアの目的や活動を伝え、認知症

の方やご家族への支援の場を増やしていく。

・ボランティアの活動を支える仕組みを作り、ボランティア自身の生き

がいややりがいに繋がる活動に繋げていく。

・今回の結果を関係機関と共有し、今後の課題に向けて検討する。
15



現在、個々の
活動をバラバラ
に行なっている。

今後は各活動
を図の様に繋げ
ながら、認知症
ご本人やご家族
の為に認知症施
策を進めていき
たいと思います。

今後の活動・取り組みの方向性

認知症カフェ

•たかろばカフェ

•市内に５箇所設置

•認知症カフェ連絡会
開催

家族会

• （オレンジ会）

•各包括で開催

初期集中支

援チーム

認知症疾患セ
ンター・各包括
との連携（月１
回会議開催）

たかろばサ
ポーター

•現在５４名登録

若年性認知
症勉強会

（年５回）

認知症対応
事例検討会

（年２回）

施設での傾聴ボラ
ンティア

•現在６施設で実施）

認知症サ
ポーター養
成講座
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推進員



研修に参加されている皆様へ

行政
地域住
民

医療機
関

地域包
括支援
センター

ボラン
ティア

本人

家族

介護施
設

障害支
援分野

ケアマ
ネ等の
専門職

家族会

認知症
カフェ
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推進員

私達の周りには、一
緒に活動してくれる
仲間が沢山います。
その仲間と仲間を繋
ぐことでネットワーク
の輪が大きくなり、
地域の特性を生かし
た活動に繋がると思
います。
一緒にがんばってい
きましょう！！

例


